
没
者
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
陸
・
海
・
官
・

民
の
別
な
く
そ
の
詳
細
は
果
た
し
て
、
あ
の
混
乱
の
中
で
、
各

隊
、
各
自
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
つ
た
の
で
す
か
ら
、
良
く
分
か
ら
な

い
の
で
は
、
と
私
は
今
も
思
う
の
で
す
。

三
ヵ
根
山
に
は
「
比
島
観
音
」
が
建
立
さ
れ
、
多
く
の
人
が

参
拝
し
て
い
ま
す
が
、
プ
リ
ス
米
軍
中
佐
の
碑
も
建
っ
て
い
ま

す
。
日
本
人
を
、
ア
メ
リ
カ
人
の
輸
血
に
よ
っ
て
治
療
、
生
還

さ
せ
た
人
で
あ
り
、
日
本
の
勲
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。私

は
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
三
日
、
マ
ニ
ラ
を
出
港
、

二
十
一
年
一
月
三
日
復
員
し
、
名
古
屋
の
昭
和
区
役
所
へ
帰
還

の
申
告
を
し
ま
し
た
。

私
の
海
軍
戦
歴

―
東
シ
ナ
海
漂
流
記
―
　 

岡
山
県
　
武
本
智
弘
　 

私
は
、
空
母
「
雲
鷹
」
便
乗
時
、
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を

受
け
沈
没
、
東
シ
ナ
海
に
漂
流
、
幸
運
に
も
救
助
さ
れ
た
状
況

に
つ
い
て
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
軍
歴
は
大
要

次
の
と
お
り
で
す
。

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年

一
月
二
十
五
日
生
ま
れ

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年

十
二
月
一
日
、
現
役
兵
と
し
て
入
籍
し
ま
し
た
。
入
籍
番
号

は
呉
・
水
四
四
八
八
〇
号
で
呉
鎮
守
府
所
属
で
す

昭
和
十
六
年

一
月
十
日
　
呉
海
兵
団
入
団
し
海
軍
四
等
水
兵
を
命
ぜ
ら
れ

ま
し
た

四
月
十
五
日
　
三
等
水
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
軍
艦
「
八
雲
」

（
元
一
等
巡
洋
艦
）
で
、
古
い
歴
戦
の
艦
で
し
た
。
海
軍

は
勤
務
・
学
校
を
繰
り
返
し
、
海
軍
軍
人
と
し
て
の
戦
闘

訓
練
と
、
学
術
・
専
門
技
術
を
学
校
で
学
ぶ
の
で
す

昭
和
十
七
年

四
月
三
十
日
　
水
雷
学
校
第
七
十
八
期
普
通
科
水
雷
術
（
魚

雷
）
練
習
生
と
し
て
入
校
す
る

五
月
一
日
　
海
軍
二
等
水
兵
を
命
ぜ
ら
れ
る



九
月
三
十
日
　
水
雷
学
校
普
通
科
水
雷
術
（
魚
雷
）
練
習
生

教
程
卒
業
第
十
九
駆
逐
隊
、
駆
逐
艦
「
綾
波
」
乗
組
を

命
ぜ
ら
る
。
学
校
佐
世
保
間
は
隊
伍
を
組
ん
で
陸
行
す
る

十
月
三
日
　
「
諏
訪
丸
」
に
便
乗
し
ラ
バ
ウ
ル
向
け
出
港
す

十
月
十
三
日
　
ラ
バ
ウ
ル
入
港
、
特
別
根
拠
地
隊
仮
入
隊

十
一
月
一
日
　
昭
和
十
七
年
勅
令
第
六
百
十
一
号
に
よ
り
海

軍
上
等
水
兵
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
呉
鎮
守
府
）

十
一
月
九
日
　
駆
逐
艦
「
綾
波
」
へ
乗
艦
、
同
日
ラ
バ
ウ
ル

出
港
、
第
三
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
に
参
加
、
配
置
魚
雷
発
射

機
員
、
二
番
聯
管
旋
回
手

十
一
月
十
四
日
　
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
、
サ
ボ
島
沖
海
戦
で
、
魚

雷
同
時
戦
に
よ
り
、
敵
艦
四
隻
を
轟
沈
、
大
戦
果
を
あ
げ

た
が
、
自
艦
も
沈
没
す
。
夜
間
二
時
間
漂
流
後
、
同
隊
駆

逐
艦
「
裏
波
」
に
救
助
さ
れ
ト
ラ
ッ
ク
島
に
入
港
す
る

十
一
月
二
十
四
日
　
「
伊
良
湖
」
に
便
乗
ト
ラ
ッ
ク
島
出
港

十
二
月
一
日
　
以
上
戦
務
甲
、
呉
海
兵
団
入
団
臨
時
勤
務

（
戦
務
丁
）

十
二
月
二
十
二
日
　
呉
潜
水
艦
基
地
隊
に
入
隊
す

昭
和
十
八
年

三
月
一
日
　
基
地
隊
を
退
隊
、
呉
―
佐
世
保
間
隊
伍
陸
行
、

巡
洋
艦
最
上
乗
艦
す
る

四
月
三
十
日
　
第
一
艦
隊
に
編
入

五
月
一
日
　
海
軍
水
兵
長
を
命
ぜ
ら
れ
る

六
月
十
日
　
第
三
艦
隊
に
編
入
す
る

十
二
月
一
日
　
兵
役
法
第
十
九
条
第
一
項
、
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
よ
り
当
分
の
間
、
そ

の
服
従
を
延
期
せ
し
め
ら
る

五
月
一
日
～
十
二
月
二
十
一
日
（
戦
務
甲
）

佐
世
保
出
港
、
南
洋
方
面
ア
号
作
戦
参
加
、
ラ
バ
ウ
ル
島

付
近
で
敵
艦
載
機
と
対
空
戦
闘
と
な
り
（
敵
機
二
百
五
十

機
）
敵
機
数
機
撃
墜
せ
る
も
、
自
艦
前
部
大
破
す
る
。
航

行
不
能
と
な
り
、
前
部
錨
銷
を
後
部
甲
板
へ
運
ぶ
、
や
っ

と
艦
を
前
進
さ
せ
、
ト
ラ
ッ
ク
島
に
て
応
急
修
理
し
呉
軍

港
に
入
港

十
二
月
二
十
二
日
～
同
十
九
年
二
月
十
六
日
（
戦
務
丁
）

最
上
に
て
前
部
右
舷
他
大
修
理
を
工
員
徹
夜
に
て
実
施

昭
和
十
九
年

二
月
一
日
　
普
通
善
行
章
一
線
付
与



二
月
十
七
日
　
軍
艦
最
上
に
て
、
南
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
方
面
作
戦
に
参
加
（
戦
務
甲
）

五
月
一
日
　
任
海
軍
二
等
兵
曹

五
月
十
二
日
　
初
任
下
士
官
特
別
教
育
終
了

九
月
八
日
　
呉
海
兵
団
に
転
勤
を
命
ず
　
即
日
退
艦
「
浜
風

（
駆
逐
艦
）

」
便
乗
、
昭
南
廻
航
、
同
日
第
十
特
根
仮
入
隊

九
月
十
日
　
第
十
特
根
退
隊
、
雲
鷹
便
乗
、
昭
南
出
港
、
東

シ
ナ
海
に
て
、
敵
潜
水
艦
魚
雷
三
本
が
、
後
部
ス
ク

リ
ュ
ー
に
命
中
せ
り
（
午
後
十
二
時
）

、
航
行
不
能
と
な

る
、
翌
日
、
午
後
一
時
沈
没
し
四
時
間
漂
流
す
る
。
最
後

の
一
人
と
な
り
奇
蹟
的
に
海
防
艦
に
救
助
さ
れ
る

九
月
十
八
日
　
高
雄
港
に
夜
入
港
す
る
。
海
軍
集
会
所
入
所

す
る

九
月
二
十
七
日
　
退
所
、
基
隆
に
向
け
陸
行
、
白
山
丸
に
便

乗
す
る

十
月
六
日
　
門
司
入
港
、
十
月
六
日
呉
着

（
九
月
八
日
よ
り
十
月
七
日
戦
務
甲
）

十
月
七
日
　
呉
海
兵
団
入
団
臨
時
勤
務

昭
和
二
十
年

二
月
十
五
日
　
第
一
特
別
基
地
隊
平
生
突
撃
隊
入
隊

三
月
十
日
　
平
生
突
撃
隊
（
人
間
魚
雷
、
回
天
突
攻
隊
）
魚

雷
に
二
人
乗
っ
て
体
当
た
り
を
す
る
兵
器
、
同
じ
こ
と
を

し
て
い
る
「
光
突
撃
隊
」
に
派
遣
さ
れ
た

四
月
一
日
　
光
突
撃
隊
よ
り
平
生
突
撃
隊
に
帰
る

五
月
一
日
　
任
海
軍
一
等
兵
曹

八
月
七
日
よ
り
（
広
島
原
爆
の
た
め
、
魚
雷
部
品
全
滅
）
練

習
機
の
戦
備
を
す
る

九
月
三
十
日
　
任
海
軍
上
等
兵
曹

十
月
十
日
　
終
戦
に
て
退
隊
、
復
員
帰
省
す

昭
和
十
九
年
一
月
、
国
防
献
金
を
一
金
参
拾
円
致
し
、
海
軍

大
臣
よ
り
表
彰
状
を
頂
い
て
い
る
。

続
い
て
、
東
シ
ナ
海
漂
流
の
状
況
を
話
し
ま
す
。

昭
和
十
九
年
九
月
、
東
シ
ナ
海
に
漂
流

昭
南
よ
り
高
練
予
定
者
と
共
に
呉
海
兵
団
に
行
く
た
め
に
私

達
十
五
人
は
「
雲
鷹
」（
商
船
を
改
造
し
た
一
五
、
〇
〇
〇
ト

ン
の
航
空
母
艦
）
に
便
乗
す
る
よ
う
に
乗
り
組
を
命
じ
ら
れ

た
。
便
乗
者
は
最
下
甲
板
に
寝
て
い
た
。
夜
十
二
時
頃
、
突
然



の
轟
音
と
共
に
艦
が
す
ご
く
揺
れ
、
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
る
。
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
三
本
が
後
部
ス
ク
リ
ュ
ー
に
命
中

せ
り
と
知
ら
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
熱
気
が
入
っ
て
来

た
。
急
い
で
必
需
品
を
持
っ
て
上
甲
板
に
上
が
る
。

商
船
改
造
の
た
め
区
画
が
密
閉
し
て
お
ら
ず
浸
水
が
速
く
、

便
乗
者
は
移
動
ポ
ン
プ
で
海
水
を
三
時
間
程
く
み
出
し
て
い
た

が
、
出
口
か
ら
も
浸
水
し
だ
し
た
。
急
い
で
飛
行
甲
板
に
上
が

る
。
応
急
食
糧
の
カ
ン
パ
ン
を
食
べ
て
い
た
時
、
電
信
兵
が
無

線
で
高
雄
に
助
け
を
依
頼
し
て
い
た
の
を
見
た
。
総
員
集
合
の

号
令
が
下
る
。
全
員
飛
行
甲
板
に
集
合
す
る
。

副
長
は
「
艦
は
間
も
な
く
沈
む
。
総
員
退
去
せ
よ
。
各
々
救

命
胴
衣
を
身
に
つ
け
て
本
艦
の
兵
は
い
か
だ
に
乗
れ
」
と
命
じ

ら
れ
た
。
便
乗
者
十
五
人
は
何
も
な
い
た
め
、
前
部
の
方
に

寄
っ
た
。
艦
が
少
し
傾
き
、
ド
ラ
ム
缶
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
が
っ
て

来
た
。
急
い
で
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
に
つ
か
ま
る
と
、
私
の
後
に
便

乗
者
が
列
を
な
し
て
つ
か
ま
っ
た
。

間
も
な
く
直
立
し
、
轟
音
と
共
に
後
部
か
ら
あ
っ
と
い
う
間

も
な
く
沈
ん
だ
。
ド
ラ
ム
缶
、
棒
切
れ
、
鉄
板
等
と
共
に
甲
板

約
百
メ
ー
ト
ル
程
を
滑
っ
て
、
私
達
は
な
だ
れ
の
ご
と
く
海
に

な
げ
出
さ
れ
海
中
に
沈
ん
だ
。
浮
く
ま
で
に
多
量
の
海
水
を
飲

ん
で
い
た
。
不
幸
中
の
幸
い
と
言
お
う
か
、
私
は
ド
ラ
ム
缶
、

鉄
板
等
に
頭
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
な
く
、
海
に
落
ち
た
。
浮
い
た

時
に
そ
ば
に
一
メ
ー
ト
ル
程
の
板
切
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
か

ま
っ
た
。

重
油
ま
み
れ
の
海
水
と
荒
い
波
の
う
ね
り
の
中
を
一
枚
の
板

切
れ
に
つ
か
ま
っ
て
耐
え
て
い
た
。
う
ね
り
の
上
に
乗
っ
た
時

に
は
遠
く
ま
で
視
界
が
よ
く
利
き
、
波
の
底
に
行
っ
た
時
は
小

さ
く
な
っ
た
。
黄
水
を
吐
き
続
け
、
こ
ん
な
に
苦
し
い
も
の
な

ら
、
い
っ
そ
板
切
れ
を
放
し
て
死
ん
だ
方
が
楽
だ
と
思
っ
た
。

胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
幼
い
姪
と
甥
の
写
真
を
入
れ
て
お
り
、
波

の
上
に
上
が
っ
た
時
、
も
う
最
期
だ
と
思
っ
て
そ
の
写
真
を
見

た
。「
叔
父
ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
」
と
言
う
声
が
す
る
よ
う
な
気

が
し
た
。
約
四
時
間
漂
流
し
て
い
た
。
う
ね
り
の
上
に
乗
っ
た

時
、
艦
の
煙
が
見
え
た
、
い
か
だ
の
兵
が
助
け
に
来
て
く
れ
た

と
騒
ぎ
出
し
た
。
海
防
艦
二
隻
が
近
づ
き
、
一
隻
は
警
戒
に
ぐ

る
り
を
回
っ
て
い
る
。
い
か
だ
の
兵
か
ら
助
け
ら
れ
た
。
う
ね

り
の
上
に
乗
っ
た
時
、
五
百
メ
ー
ト
ル
程
向
こ
う
に
艦
が
い

て
、
皆
助
け
ら
れ
て
、
も
う
私
一
人
の
よ
う
だ
。
大
き
な
声
で



助
け
を
求
め
た
。

気
付
い
て
く
れ
た
の
か
、
艦
が
近
付
き
ロ
ー
プ
の
先
に
浮
輪

を
つ
け
て
投
げ
て
く
れ
た
。
十
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
て
い
る
、

と
っ
さ
に
板
を
放
し
て
泳
ぐ
べ
き
か
、
も
う
一
度
投
げ
て
く
れ

る
の
を
待
つ
べ
き
か
…
…
と
思
う
こ
と
数
秒
、
敵
潜
水
艦
に
見

つ
か
れ
ば
艦
は
逃
げ
て
し
ま
う
。
板
切
れ
を
放
し
て
必
死
で
浮

き
輪
に
向
け
て
泳
い
だ
。
波
が
高
く
な
か
な
か
行
く
事
が
で
き

な
い
。
や
っ
と
浮
き
輪
に
つ
か
ま
る
。
ロ
ー
プ
を
引
い
て
く
れ

助
け
ら
れ
た
。

口
を
拭
い
て
暖
か
い
練
乳
と
ウ
ィ
ス
キ
ー
（
気
付
け
に
）
を

飲
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。

午
後
九
時
頃
、
台
湾
の
高
雄
港
に
入
港
し
、
海
仁
会
集
会
所

に
泊
ま
っ
た
。
南
京
虫
の
集
中
に
遭
い
、
夜
は
外
に
出
て
芝
の

上
に
寝
る
。
こ
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
つ
る
と

小
麦
入
り
の
飯
を
毎
日
食
べ
た
。
後
で
助
か
っ
た
兵
か
ら
聞
い

た
の
で
す
が
、
艦
が
直
立
し
た
時
に
飛
行
デ
リ
ッ
ク
が
傾
い

て
、
多
く
の
兵
が
そ
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

乗

員
　
約
一
、
四
〇
〇
人

救
助
さ
れ
た
人
　
約
　
　
四
二
〇
人
　
と
の
こ
と
で
す
。

祭

文

太
平
洋
戦
争
か
ら
三
十
六
年
余
、
今
日
、
昭
和
五
十
六
年
十

一
月
十
四
日
、
帝
国
海
軍
駆
逐
艦
綾
波
生
存
者
有
志
こ
こ
に
集

い
、
靖
国
の
御
社
に
鎮
ま
り
ま
す
亡
き
わ
れ
ら
が
戦
友
の
御
霊

の
前
に
、
謹
ん
で
再
会
鎮
魂
の
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
れ
ら
二
百
六
十
余
人
の
綾
波
乗
員
は
、
今
次
大
戦
勃
発
以

来
、
共
に
遠
く
イ
ン
ド
洋
に
、
ま
た
南
溟
の
果
て
に
転
戦
健
闘

の
末
、
昭
和
十
七
年
九
月
よ
り
、
か
の
惨
烈
を
極
め
た
ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
戦
に
投
入
し
ま
し
た
。
戦
史
に
詳
し
い
壮
絶
な
一
連
の

戦
闘
の
中
に
も
、
十
一
月
十
四
日
展
開
さ
れ
た
第
三
次
ソ
ロ
モ

ン
海
戦
は
日
米
水
上
艦
船
同
士
の
最
後
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
海
戦

と
し
て
、
夜
戦
史
に
輝
い
て
い
ま
す
。

第
十
九
駆
逐
隊
綾
波
は
当
夜
、
同
隊
三
番
艦
と
し
て
攻
撃
部

隊
の
最
先
頭
を
切
り
、
軍
艦
サ
ボ
島
西
岸
を
索
敵
南
下
、
午
後

九
時
、
暗
夜
の
中
に
米
新
大
型
戦
艦
二
隻
を
含
む
敵
大
部
隊
を

発
見
す
る
や
、
サ
ボ
島
を
利
用
邁
進
肉
迫
し
、
一
艦
よ
く
こ
の

六
隻
に
凄
絶
な
る
突
撃
を
敢
行
し
ま
し
た
。

全
員
の
精
魂
こ
め
た
正
確
強
烈
な
十
二
・
七
ミ
リ
の
零
距
離

集
中
砲
撃
と
、
満
を
持
し
て
放
っ
た
必
殺
六
本
の
九
〇
式
魚
雷



は
、
ま
ず
敵
三
番
艦
ブ
レ
ス
ト
ン
を
撃
沈
、
次
い
で
一
番
艦

ウ
ォ
ー
ク
を
轟
沈
、
更
に
ベ
ン
ナ
ム
を
大
破
、
後
に
沈
没
さ

せ
、
四
番
艦
グ
ウ
イ
ン
大
破
戦
闘
不
能
と
、
綾
波
乗
員
の
一
致

団
結
し
た
海
軍
魂
と
百
戦
錬
磨
の
技
量
は
、
自
ら
も
被
弾
し
燃

え
盛
り
な
が
ら
も
、
二
十
五
分
に
し
て
世
界
海
戦
史
に
も
ま
れ

な
大
勝
利
を
収
め
た
の
で
す
。

敵
駆
逐
隊
の
集
中
砲
火
と
、
新
型
戦
艦
ワ
シ
ン
ト
ン
、
サ
ウ

ス
ダ
コ
タ
の
四
十
セ
ン
チ
巨
砲
を
一
身
に
受
け
、
戦
友
は
次
々

と
傷
つ
き
、
朱
に
染
ま
っ
て
■
れ
、
紅
■
の
炎
は
マ
ス
ト
に
狂

い
、
燃
え
る
鉄
の
柩
と
な
っ
た
綾
波
は
、
闇
の
ソ
ロ
モ
ン
海
を

聖
火
の
ご
と
く
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

全
乗
員
の
死
力
を
尽
く
し
た
綾
波
の
戦
闘
は
終
わ
り
ま
し

た
。
総
員
退
去
し
た
後
、
歴
戦
の
勇
士
綾
波
は
、
戦
友
の
亡
骸

を
乗
せ
た
ま
ま
、
翌
十
一
月
十
五
日
午
前
０
時
十
分
、
天
も
哭

け
地
も
動
け
と
ば
か
り
に
大
爆
発
を
起
こ
し
、
サ
ボ
島
の
南
五

千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
、
静
か
に
永
遠
の
ビ
ケ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

就
い
た
の
で
す
。

今
、
こ
こ
に
眠
る
百
十
八
柱
の
元
綾
波
乗
員
の
英
霊
よ
、
戦

争
は
終
わ
り
ま
し
た
。
広
島
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾

を
契
機
と
し
て
、
平
和
と
民
主
主
義
の
名
の
下
に
揺
れ
動
き
つ

つ
物
質
的
繁
栄
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。
泉
下
の
兄
等
は
果
た
し

て
こ
の
状
況
を
何
と
御
覧
な
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
は
唯
こ
こ
に
聊
か
綾
波
奮
戦
の
状
を
叙
し
、
以
て

わ
ず
か
に
英
霊
よ
安
か
れ
と
祈
る
の
み
で
す
。
呉
海
軍
墓
地
Ａ

地
区
二
十
四
号
の
慰
霊
の
碑
は
、
今
日
も
静
か
に
瀬
戸
内
海
の

海
を
見
下
ろ
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

駆
逐
艦
綾
波
最
後
の
日
、
十
一
月
十
四
日
を
期
し
て
三
十
九

年
目
の
今
日
、
生
存
者
一
同
新
た
な
る
悲
し
み
と
限
り
な
き
懐

旧
の
念
の
裡
に
、
恭
し
く
慰
霊
の
辞
を
申
し
述
べ
る
次
第
で

す
。

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
十
四
日

駆
逐
艦
綾
波
生
存
者
一
同
に
代
わ
っ
て

元
綾
波
駆
逐
艦
長
　
佐
間
英
■

一
艦
よ
く
四
艦
を
■
り
、
駆
逐
艦
一
隻
を
以
て
敵
戦
艦
二
隻

と
交
戦
し
た
当
夜
の
綾
波
の
獅
子
奮
迅
の
戦
闘
は
、
幾
多
戦
記

に
も
登
場
し
、
墓
碑
に
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。




